





Neil Gordon Munro’s Engagements to the AINU Folklore Film Making in 1930-ies : 

























　マンローのウウェポタラのフィルムは，編集された 35 mm ポジプリントと，同じく粗編集され
た 16 mm オリジナルポジフィルムが，1970 年代初めまで，ウウェポタラとは一切表示されぬまま，
北海道大学（以下，北大とする）に所蔵されてきた。これらの当時所在が明らかであった北大所蔵
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）の協力で，35 mm 複製フィルムが作成され，1980 年
代には，IWF や ECJA/SMF が加わった国際学術映像収集活動であるエンサイクロペディア・シ
ネマトグラフィカへの収録が検討された。その延長線上の作業として，岡田は，萱野茂の協力によ







ていたマンローの遺稿集『AINU Creed and Cult』を主な参考資料として用いたが，それ以外のマ
ンローが残した資料の検討は行うことができなかった。今回の「マンロー関係資料デジタル化プロ




　マンローが 1930 年 12 月 25 日に二風谷で行われたクマ送り儀礼を記録した映画「カムイ・イヨ
マンデ」　原題『The KAMUI IOMANDE or DIVINE DESPATCH commonly called The AINU 
BEAR FESTIVAL』は，よく知られている。その映画は 16 mm 縮小プリントの形で完成作品とし
て編集され，完成プリントが英国王立人類学協会（Royal Anthropological Institute　以下 RAI と
する）に送られた。この映画は現在，英国映画協会（British Film Institute　以下 BFI とする）の
映像保存施設（2010 年現在の呼び名では BFI National Archives）に保存されている。マンローは，
指導学者であった，RAI のチャールズ・セリグマン（Seligman, Charles Gabriel　1873–1940）に，







。1970 年代前半の筆者の調査時に所在が確認できたのは，16 mm フィルム 5 巻と
35 mm フィルム 2 巻であったが，今回のデジタル化プロジェクトの進行中に，北海道大学植物園・


























　1930 年から 1935–6 年頃までマンローが制作に関わった映画について，これまでに確認されてい
るものの所在と，撮影者・使用されたフィルムから整理すると，次のような表となる。
　ちなみに表中，16 mm リバーサルフィルムとあるのは，マンロー自身が保有していた，16 mm
カメラ，ベルアンドハウエル（Bell and Howell）製フィルモ（Filmo）で，例外を除いて，彼自身
が撮影したオリジナルフィルムである。
　また 35 mm 白黒ポジフィルムとあるのは，マンローの指揮下に，京都大沢商会から派遣された
職業的カメラマンが 35 mm カメラ，ベルアンドハウエル・アイモ（Eyemo）で，35 mm ネガフィ
ルムによって撮影したもののプリントである。































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































所蔵 登録番号 フォーマット 時間 総フィー ト数 主な内容 備考
1
北海道大学




2 33405 16 mmリバーサルフィルム 4′07″ 98 ft–35コマ
椅子に座って話をしているフチ・行列する人々（火
事のあとの儀礼ウェンホリッパか？）
3 33406 16 mm 縮小ポジフィルム 11′52″ 247 ft–20コマ マンロー“Kamui Iomande”（字幕入り）
4 48670 16 mmリバーサルフィルム 04′13″ 99 ft–16コマ
ウウェポタラ（タプカラ・患者の背をたたく・団子
作り）・バイオリンの演奏（イムか？）
5 48671 16 mmリバーサルフィルム 03′26″ 81 ft–5コマ エカシたちが屋外で儀式をしている
6 48672 16 mmリバーサルフィルム 03′47″ 99 ft
寝そべる猫・芋虫・ウウェポタラ（水神に祈るエカシ・
７つの関門をくぐる患者）









9 48675 16 mm 縮小ポジフィルム 05′45″ 134 ft–7コマ
マンロー“Kamui Iomande”（字幕入り）「The 
Preliminary Service to Benevolent Deities」からフ
チがトノトを飲み干すシーンまで
10 48676 16 mm 縮小ポジフィルム 15′29″ 367 ft–19コマ
マンロー“Kamui Iomande”（字幕入り）冒頭から
「Kike-ush-bashui」まで
11 48677 16 mm 縮小ポジフィルム 07′43″ 178 ft–39コマ
マンロー“Kamui Iomande”（字幕入り）「Hebere-
ai」から「Preparing for the Festival　………being 
avoided as unlucky.」まで










13 48679 16 mm 縮小ポジフィルム 10′50″ 255 ft–19コマ
マンロ “ーKamui Iomande”（字幕入り）「Distributing 











































14 48680 16 mm 縮小ポジフィルム 16′39″ 396 ft–20コマ
マンロ “ーKamui Iomande”（字幕入り）「Somegood 
folk condemn the Ainu ...」から囲炉裏付近でトノ
トが振る舞われるシーンまで


















b. マンロ “ーKamui Iomande”（字幕入り）「The Shinot 
-“Amusement”」 から「Stage Set For The Drama 




















1 35 mm 白黒ポジフィルム 716 ft–11コマ クマ送り
20 2 35 mm 白黒ポジフィルム 709 ft–11コマ クマ送り
21 3 35 mm 白黒ポジフィルム 403 ft クマ送り




1 35 mm 白黒ポジフィルム 512 ft–14コマ クマ送り











































しては，1925 年，赴任先の英国から米国経由で帰国するにあたってシネコダック 16 mm 撮影機を


































ム用の映写機部品を製造していたが，35 mm 映画フィルム作成用のパーフォレーターや，35 mm
撮影機本体，フィルムプリンター，映写機など，いろいろな映画機器を製造し，サイレント映画産
業の初期の発展に寄与した。1923 年に同社は，16 mm 小型撮影機フィルモの原型を製作した。つ
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このフィルムは 1930 年 12 月 25 日に行われたクマ送りを扱っており，その 16 mm 版の冒頭クレジッ

















　マンローは，熊沢を非常に信頼していた。マンローのセリグマンに宛てた 1933 年 8 月 24 日付け





















･カメラは，日中装てん用スプールに入れた 100 ft のネガフィルムを使用するが，この形で販売さ







































･カメラは，日中装てん用スプールに入れた 100 ft のネガフィルムを使用するが，この形で販売さ










































48683（14 分 35 秒）・48684（17 分 57 秒）
16 mmリバーサルフィルム　5巻　
33405（4 分 7 秒）・48670（4 分 13 秒）・48672（3 分 47 秒）・48673（4 分 22 秒）・48678（14 分 37 秒）
　16 mmフィルム 5巻のうち，もっとも長い 48678 は，マンロー自身による粗編集が行われたと
考えられ，ウウェポタラの主要なシーンがまとめられている。他の 4 巻は，新たに北大植物園・
博物館で所在が再確認されたもので，それぞれおよそ長さ 4 分，100 ft スプールに収納されてお
り，未編集の状態である。48670 は，35 mmフィルムの撮影時に補助的に撮影されたものである。



















」と 16 mm カメラによって，室内撮影が行われたことを記してい
る。口径の大きいレンズを使ったが，光量不足に悩まされたことも記している。この手紙が書かれ
るおよそ 1 ヶ月前の 1930 年 12 月 25 日にクマ送りは挙行されたのだが，「ウウェポタラ」をその後
で撮影し，関西まで現像に送り，その結果の確認までを 1931 年 2 月上旬までに行ったと考えるに












ウエル社製 16 mm フィルモ ･ カメラの製品型番
を書き残していないが，当時売り出されていた機
種は，フィルモ 70A 型で，その発売開始は 1929
年である。
　ただ，1932 年 12 月 16 日の火災との関連が気になる。マンローは，二風谷の仮住まいで火事に






木村チヨが 16 mm カメラを辛くも救ったことを記し，1933 年 1 月 3 日付け国立スコットランド博




と 16 mm カメラ以外の焼失を述べ，さらに 1933 年 2 月 26 日付け釧路考古学研究会宛書簡（NMS
所蔵　MUN1.2）では，「私のアイヌ　Kamui Iomande のシネフィルムをお見せしたかったのです




　ところが，「Kamui Iomande」の 16 mm ポジプリントは，北大所蔵版として現存しており，英
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に所在が確認された 16 mm リバーサルフィルム
33405（図７）は，その記述に対応する画像と考
えられる。
　マンローはまた，その撮影状況を記したものと考えられる手紙を書き送っている。1934 年 3 月
28 日付け書簡（RAI 所蔵　MS249/5/12）には，撮影日時や，場所の記載がないが，「あの函館で
の恐ろしい火事の夜，アイヌの家が 1 つ焼けました。屋根が吹き飛び，炎が後を追っていましたが，















マンロー所有の 16 mm フィルモ ･ カメラも動員され，このとき撮影された動画像が 48670（北大








いるが，このフィルムに言及した手紙をセリグマンに送っている。この手紙は，1934 年 10 月 3 日
付け（RAI 所蔵　MS249/5/16）で，「これは，呪術宗教的活動を動いている状態で見せてくれますし，
本当に素晴らしい映画です。それを撮って以来，私の小型の Bell and Howell 製カメラで，極めて







　この文言からマンローが，1934 年夏までに 16 mm カメラによる撮影をまとめており，なおかつ，
35 mm 撮影の結果を一部にしろ，確認していると読み取れる。
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　樹木の神に悪霊退散を助けてもらう呪術（図 10 ～ 13）は，16 mmフィルムによる撮影しか確認
されていない。このシーンはマンロー邸内の庭先で撮られたものかもしれない。
　河原で水の神に悪霊退散を祈る呪術（図 14～ 16）は，行われる機会も多かった様で，何回も繰り
返し撮影が試みられている。また 35 mmフィルムと 16 mmフィルムの双方で撮影されている。粗























　マンロー自身による 16 mm フィルム撮影は，
1934 年初夏，35 mm フィルム撮影を前にしてさ
かんに行われた。1934 年 6 月 16 日付け書簡（RAI
所 蔵　MS249/5/15） で は，「 先 日，shinnurapa
すなわち死者のための礼拝を伴う特別な kamui 
nomi の間，2 日間のほとんどをあちこちうろつ

















のは，彼自身の 16 mm 撮影についての記述が，以前より確認されていた，あるいは新たに所在確
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ラッパと思われる 16 mmフィルム 48671・48674（北大所蔵）が含まれている。従来から確認され
ていた粗編集済み 16 mmフィルム 48678（北大所蔵）の中で，地元のアイヌではない古老が登場
して，マンロー邸付近と思われる屋外でイナウや刀を持って踊っているシーン（図 17・18）があ




































建てられた（後述，IV–1 を参照）。ウウェポタラの儀礼とあわせて 35 mmフィルム 48684（北大所蔵）
では，チセノミ（新築祝い）が記録されているが，これは，その撮影用チセの完成を祝ったもので
ある。










て，内容を検討するという不自由を強いられた。そして 1934 年 12 月 8 日付け書簡（RAI 所蔵　
MS249/5/17）では，35 mmネガフィルムで撮られたフィルムのポジを縮小 16 mmプリントでは
なく，映写機無しでも見やすい，密着 35 mmポジプリントでワークコピーを起こしたことが記さ
れている。これは現存の 35 mm 撮影したフィルム 48683・48684（北大所蔵）が 35 mmラッシュ
プリントの形で残っている事と符合する。同じ手紙の中で，彼は自分の撮った 16 mmフィルムに
よる画像とそれらを統合するため，縮小 16 mmプリントを作成する必要性にも触れている。さら
に 1935 年 4 月 5 日付け書簡（RAI 所蔵　MS249/5/19）でも，35 mm ポジプリント作成に要した
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　このことから，写真撮影が一緒に行われたシーンの一部は，1935 年 9 月に行われたと見るべき
であろう。マンローの現存するウウェポタラ関連35 mmフィルム 48683・48684（北大所蔵）の2ロー
ルのうちどの部分が 1934 年に撮られたのか，また 1935 年には何が撮られたのであろうか？ これ
については，特にマンローはセリグマン宛ての手紙では書き残していないが，チセノミの後に繋が
れた，難産のときの諸儀礼が 1935 年秋に撮影されたのだと思われる（図 21・22）。
　それは，1934 年 6 月に撮影されたと考えられる 35 mmフィルムの内容と，その撮影時に補助的




















　1936 年以降のマンローの手紙の中から映画撮影に関する言及は消え，1936 年 4 月 7 日付け書簡
（RAI 所蔵　MS249/5/28）では，「もし映写機を借りられれば，軽井沢で uepotara などの映画を
アレンジできるかもしれません。この映画は約 3000 フィートあるのですが，もしかすると 2000 に
まで，切って縮めなければなりませんし，字幕も付け加えなければなりません。この映画は，適当






映画の仕上げには，予想外に金がかかる。マンローは，かなりの量の 16 mm フィルムを自ら記録
したが，それとの統合を図るため 35 mm ネガフィルムから 16 mm 縮小ポジプリントを作成するこ
とも実現できなかった。次第に困窮して 1938 年 11 月 3 日付け Prof.Takabeya（鷹部屋福平教授）
宛書簡（NMS 所蔵　MUN1.20）では，16 mm カメラを売却したことを告げている。この時代には，
主に輸入品であった 16 mm フィルムの入手自体が厳しくなっていて，同時代に 16 mm フィルムで
民俗を記録していた澁澤敬三が，瀬戸内海の塩飽諸島で最後の撮影を行った
（31）
のが，1937 年 5 月であっ
た。ごく僅かではあるが，国産 16 mm フィルムの断片が，48682（北大所蔵）には，含まれている。
　
　セリグマン宛て書簡群とマンロー没時に彼の手元にあった 16 mm フィルムの所在確認と引き続
く動画像のデジタル化によって，これまで 1933–34 年に撮影されたと推測されたウウェポタラへの
マンローの取り組みは 1930 年から 1934 年までの長期にわたる，マンロー自身の 16 mm カメラを
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　セリグマン宛て書簡群とマンロー没時に彼の手元にあった 16 mm フィルムの所在確認と引き続
く動画像のデジタル化によって，これまで 1933–34 年に撮影されたと推測されたウウェポタラへの
マンローの取り組みは 1930 年から 1934 年までの長期にわたる，マンロー自身の 16 mm カメラを


















国立歴史民俗博物館所蔵の写真，北大所蔵の 35 mmフィルム 48683・48684，未編集 16 mmオリ
ジナルフィルムにもとづいて，マンローのウウェポタラ撮影がどのように行われたのかを検証する。
IV–1　家屋（チセ）



































　マンローが使用した 16 mm カメラ，ベルアンドハウエル社のフィルモ（Filmo–70）は，1923 年




写真は確認されていないが，1929 年頃から盛んに使われた機材は，フィルモ 70–A というタイプで
あった。後年のタイプのように回転ターレットで交換レンズを次々と交換することは無かった。
　マンローは，1931 年 2 月 10 日付け書簡（RAI 所蔵　MS249/5/1）に，f/1.8 のレンズを使用し
たと記しているが，これは，当時としては非常に明るいレンズで，照明設備のない室内撮影に備え
得て，高性能のレンズを用意していたのだと考えられる。当時多用されていた標準レンズは，英国
テーラー・ホブソン・クック社製，焦点距離 1 インチ，f/3.5 であった。
　一方，大沢商会の熊沢甚之助らが使用した 35 mm カメラは，ベルアンドハウエル社のアイモ
（Eyemo）である。アイモとフィルモは，形状がよく似ている。というのも 1923 年に登場した
16 mm カメラ，フィルモを 1925 年に 35 mm 用に改造したのが，アイモの始まりだったからだ。
1930 年暮れの「クマ送り」撮影時には，カメラマンたちが写った撮影風景や関係者の記念写真が
図27　1929年に発売されたベルアンドハウエル社フィルモ70A型
16 mmカメラ　焦点距離1インチ　f : 3.5の標準レンズがついている 
Roland Schick, Mt. Agassiz Trading Company　http: //www.agassiztrading.com/
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　図 28 は，図 4 の貝澤耕一所蔵の撮影記念写真を部分拡大したものであるが，第 2 カメラマン（あ
るいは熊沢の助手）が手にしたカメラでは，狭いターレット盤の中に，3 本の交換レンズが収まる








































　1930 年暮れの「クマ送り」の撮影にアイモ・カメラが 2 台動員され，機動的な撮影が試みられ
たことはすでに明かにされているが
（36）
，さらにマンロー自身による 16 mm カメラ撮影も行われた可
能性を示唆する箇所が，北大植物園・博物館で新たに所在が判明した 16 mm 縮小プリント 33406（北
大所蔵）で確認された。このロールは「Kamui Iomande」の一部で，ほとんどすべてが 35 mm ネ
ガからの縮小 16 mm ポジプリントであり，フィルムのエッジ部分には，「GEVAERT SAFETY」
という文字が，白帯のエッジに黒抜けの文字で入っている。ところが 4 カットのみ，「AGFA NON 
FLAME SAFETY」という文字が，黒帯のエッジに白抜けではいっているところがある。この 4 カッ
トは，小熊の檻の脇で，戯れに犬を小熊にけしかけているシーン（図 32・33）なのだが，歴博所
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　このことから考えられる可能性として，マンロー自身が 16 mm撮影機とリバーサル 16 mmフィ
ルムで撮影し，16 mm 密着反転コピーフィルムの形で繋いだ，ということである。マンローは
















らの 16 mmフィルモ・カメラを置き，大切なシーンを撮りもらさぬよう備えた。100 フィートフィ
ルム・スプールを使用するアイモ・カメラの撮影可能秒数は，100 秒に過ぎなかった。サイレント




















博所蔵F–387–2–10–55）と 35 mmフィルム 48784（北大所蔵）の 2カット，16 mmフィルム 48670（北
大所蔵）の 1 カットがあり，対象に向かって一番左から右に向かって写真機，35 mm カメラ A，
マンローの 16 mmカメラ，35 mmカメラ Bと配置されたことがわかる（図 38 ～ 41）。
　マンローは，積極的に 16 mmカメラを動員したが，35 mm撮影にあたっては，あくまでも補助
手段として使用した。図 38 など一連の画像は，霊能者ト゜スの老女がイムの患者の背中をさするシー
ンであるが，未編集 16 mmフィルム 48670（北大所蔵）にあっては，前にとりあげた古老たちの
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顔を洗うシーンの写真（図 42　歴博所蔵 F–387–2–10–62・F–387–2–10–63）があり，16 mm オリ































顔を洗うシーンの写真（図 42　歴博所蔵 F–387–2–10–62・F–387–2–10–63）があり，16 mm オリ






































































が，マンロー自身が 16 mm カメラを使用して記録をしていたのが 1930 年から 1934 年までの長期
にわたっていること，そして，1934 年初夏と 1935 年初秋の少なくとも 2 回にわたって，当時の映
画の先端的技術に明るい大沢商会の協力のもと，職業的カメラマンによる撮影がおこなわれていた
ことが明らかになった。そして，1934 年 5 月には，撮影のための採光の優れた撮影用チセをたて，
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督：内田順子・鈴木由紀。以下ビデオ「AINU Past and 
Present」とする），内田順子「平成 17 年度 国立歴史民
俗博物館 民俗研究映像『AINU Past and Present―マ
ンローのフィルムから見えてくるもの』：映画フィルム
の資料批判的研究に関連する研究ノート」（『国立歴史民
俗博物館研究報告』第 150 集，2009 年）を参照。
（ 2 ） 従来ウエポタラと表記してきたが，本稿では『萱
野茂のアイヌ語辞典』（1996 年，三省堂）の表記に従った。
（ 3 ） Institut fuer den Wissenschaftlischen Film 
gemeinnuetzige GmbH, Goettingen （当時の名称）　
（ 4 ） Neil Gordon Munro, 1963, Columbia University 
Press, New York and Routridge and Kegan Paul, 
London
（ 5 ） 1992 年　制作：財団法人下中記念財団・東京
シネマ新社
（ 6 ） 出村文理氏のご教示と北大附属図書館北方資料
室保存資料による
（ 7 ） 加藤克氏のご教示による
（ 8 ） 紙幅の関係で本報告書には掲載することができ
なかった。
（ 9 ） 従来チセイノミと表記してきたが，本稿では『萱
野茂のアイヌ語辞典』（1996 年，三省堂）の表記に従った。
（10） 内田，註 1 前掲書。
（11） 『FIRST EVER CAMBRIDGE FILM』2006 年，
Screen Media and Cultures, University of Cambridge
http: //www.screenmedia.group.cam.ac.uk/film.html











（14） 講演録全文『The Japan Advertiser』1916 年 4
月 30 日号
（15） 『創業 100 年史』1990 年，（株）大沢商会社史編
纂委員会編
（16） 『The Incomparable B&H Filmo』2003 年，
TFG Transfer　http : //www.tfgtransfer.com/filmo.
htm
（17） 原文は以下の通り。“Now work remains and 
I shall do what I can. I have heard from my friend 
Kumazawa, who participated in the photography of 
the festival film. He can get me a reliable cinema man, 
abstainer, modest, experienced and willing to help in 
any way for yen 80 salary a month and his travelling 





（18） 原文は以下の通り。“I have a film of these in 
action, including the ceremony of inducing the mediu-
mistic state by an ekashi. Unfortunately it was taken 
in a poorly lighted room in the time of year when the 
light is only half what it is in June.”（February 10th 
1931, MS249/5/1, RAI）
（19） 原文は以下の通り。“Overhead, flaming through 
the smoke was the roof, a fiery mass. K. had lifted 
a small cine-camera, I had taken a few things and 
clothes to the entrance inside, but it was touch and go 
to escape from that inferno so I forgot them and it was 
impossible to go back.”（January 10th 1933, MS249/5/6 
RAI）
（20） 原文は以下の通り。“It was a complete wipe-
out. With the exception of a small cine‐camera which 
Kimura got out, not a thing was saved.”（January 3rd 
1933, MUN1.1 National Museums of Scotland = NMS）
（21） 原文は以下の通り。“I hoped to show you my 
film of the Ainu Kamui Iomande but it was destroyed 
with all other films and my Bell and Howell Projector.”
（February 26th 1933, MUN1.2 NMS）
（22） 註 1 ビデオ「AINU Past and Present」参照
（23） 原文は以下の通り。“An Ainu house was burned 
on the night of that terrible fire at Hakodate. The roof 
blew off and a blaze followed, but fortunately other 
houses were distant. The following morning there 
was an iwen horripa or armed procession against 
evil kamui, too intricate an affair to describe in few 
words. I took my camera and small cinema, having 
duly paid my footing, as one has to in the case of all 
photographing and examinations. I fear, however, that 
the game was not worth the candle. It was a very 
large and most interesting affair, but the gale was 
still so strong that my body was swaying so that I 
could not hold the cameras steady. My hands, without 
gloves, were so chilled that I feared they were frozen, 
but a little rubbing brought back the circulation. Such 
Iwen horippa are not common, hence I was anxious to 
get pictures, but I doubt whether they will be much 
good.”（March 28th 1934 MS249/5/12 RAI）
（24） 原文は以下の通り。“This one is really a fine 
film, showing magico-religious operations in action. 
Since I took it I have taken with my small Bell and 
Howell camera three films of most interesting rites. 
Most of the scenes on the full-sized film were enacted 
specially for the purpose of showing action. But it is 
much better to get the rites when they are undertaken 
naturally and I am gradually doing this. Two of the 
films are most informing, including the worship of 
trees in defence and exorcism and the use of stones 
from a river to absorb evil magic &c. Of course such 
genuine rites do not occur every day, but I have Ainu 
friends on the look-out who let me know when there is 
an opportunity.”（October 3rd 1934, MS249/5/16 RAI）
（25） 原文は以下の通り。“The other day, I spent 
most of two days hanging round during a special 
kamui nomi with shinnurapa or service for the dead. I 
took some cinema pictures with my 16 mm instrument 
and some photos, but those indoors in dull light may 
not be good. But with a 1.8 lens, something ought to 
show up. My cinema man at length arrived and I am 
now in the midst of arranging a series of pictures, 
magico-religious ceremonies for exorcism &c. then I 
am taking quite a lot of different dances some of them 
of great interest as ritual dances. My old ekashi （80 
years now） Rennuikesh, has come from Abashiri to 
do some ritual dancing unknown here. of course it will 
take time to develop and print and do the titles. I have 
no projector, and there is no E. light if I had, so will 
have to go over the films slowly with a reel winder, a 
magnifying glass and an E. torch. Anyhow I hope the 
films will be all right. I have a better man this time 
than last autumn when some films were poorly taken. 
I am also taking still photos while the cinema pictures 
are on.”（June 16th 1934, MS249/5/15, RAI）
（26） 註 25 参照　1934 年 6 月 16 日付け書簡（RAI
所蔵　MS249/5/15）
（27） 註 25 参照　1934 年 6 月 16 日付け書簡（RAI
所蔵　MS249/5/15）
（28） 原文は以下の通り。“since this knowledge is 
fast disappearing, as also is that of natural remedies. 
It would be most important to provide details of all 
the magico-religious operations some of which I am 
still photographing, e.g., a series of very important 
ceremonies for exorcism in disease.”（June 10th 1935, 
MS249/2/3, RAI）
（29） 原文は以下の通り。“P.S. Tomorrow I am 
photographing Uepotara, doing the cinema part, with 
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（18） 原文は以下の通り。“I have a film of these in 
action, including the ceremony of inducing the mediu-
mistic state by an ekashi. Unfortunately it was taken 
in a poorly lighted room in the time of year when the 
light is only half what it is in June.”（February 10th 
1931, MS249/5/1, RAI）
（19） 原文は以下の通り。“Overhead, flaming through 
the smoke was the roof, a fiery mass. K. had lifted 
a small cine-camera, I had taken a few things and 
clothes to the entrance inside, but it was touch and go 
to escape from that inferno so I forgot them and it was 
impossible to go back.”（January 10th 1933, MS249/5/6 
RAI）
（20） 原文は以下の通り。“It was a complete wipe-
out. With the exception of a small cine‐camera which 
Kimura got out, not a thing was saved.”（January 3rd 
1933, MUN1.1 National Museums of Scotland = NMS）
（21） 原文は以下の通り。“I hoped to show you my 
film of the Ainu Kamui Iomande but it was destroyed 
with all other films and my Bell and Howell Projector.”
（February 26th 1933, MUN1.2 NMS）
（22） 註 1 ビデオ「AINU Past and Present」参照
（23） 原文は以下の通り。“An Ainu house was burned 
on the night of that terrible fire at Hakodate. The roof 
blew off and a blaze followed, but fortunately other 
houses were distant. The following morning there 
was an iwen horripa or armed procession against 
evil kamui, too intricate an affair to describe in few 
words. I took my camera and small cinema, having 
duly paid my footing, as one has to in the case of all 
photographing and examinations. I fear, however, that 
the game was not worth the candle. It was a very 
large and most interesting affair, but the gale was 
still so strong that my body was swaying so that I 
could not hold the cameras steady. My hands, without 
gloves, were so chilled that I feared they were frozen, 
but a little rubbing brought back the circulation. Such 
Iwen horippa are not common, hence I was anxious to 
get pictures, but I doubt whether they will be much 
good.”（March 28th 1934 MS249/5/12 RAI）
（24） 原文は以下の通り。“This one is really a fine 
film, showing magico-religious operations in action. 
Since I took it I have taken with my small Bell and 
Howell camera three films of most interesting rites. 
Most of the scenes on the full-sized film were enacted 
specially for the purpose of showing action. But it is 
much better to get the rites when they are undertaken 
naturally and I am gradually doing this. Two of the 
films are most informing, including the worship of 
trees in defence and exorcism and the use of stones 
from a river to absorb evil magic &c. Of course such 
genuine rites do not occur every day, but I have Ainu 
friends on the look-out who let me know when there is 
an opportunity.”（October 3rd 1934, MS249/5/16 RAI）
（25） 原文は以下の通り。“The other day, I spent 
most of two days hanging round during a special 
kamui nomi with shinnurapa or service for the dead. I 
took some cinema pictures with my 16 mm instrument 
and some photos, but those indoors in dull light may 
not be good. But with a 1.8 lens, something ought to 
show up. My cinema man at length arrived and I am 
now in the midst of arranging a series of pictures, 
magico-religious ceremonies for exorcism &c. then I 
am taking quite a lot of different dances some of them 
of great interest as ritual dances. My old ekashi （80 
years now） Rennuikesh, has come from Abashiri to 
do some ritual dancing unknown here. of course it will 
take time to develop and print and do the titles. I have 
no projector, and there is no E. light if I had, so will 
have to go over the films slowly with a reel winder, a 
magnifying glass and an E. torch. Anyhow I hope the 
films will be all right. I have a better man this time 
than last autumn when some films were poorly taken. 
I am also taking still photos while the cinema pictures 
are on.”（June 16th 1934, MS249/5/15, RAI）
（26） 註 25 参照　1934 年 6 月 16 日付け書簡（RAI
所蔵　MS249/5/15）
（27） 註 25 参照　1934 年 6 月 16 日付け書簡（RAI
所蔵　MS249/5/15）
（28） 原文は以下の通り。“since this knowledge is 
fast disappearing, as also is that of natural remedies. 
It would be most important to provide details of all 
the magico-religious operations some of which I am 
still photographing, e.g., a series of very important 
ceremonies for exorcism in disease.”（June 10th 1935, 
MS249/2/3, RAI）
（29） 原文は以下の通り。“P.S. Tomorrow I am 




a photographer for the stills.”（September 3rd 1935, 
MS249/5/22, RAI）
（30） 原文は以下の通り。“If I can borrow a projector 
in Karuizawa I might be able to arrange the film of 
Uepotara &c. This is about three thousand feet, but 
must be cut down, perhaps to two thousand ;  and titles 
added. This I wish to show, with a suitable paper to 
the Asiatic Society of Japan from the members of 
which I received so much kindness. After that I should 
be glad to present it to the R.A.I. as I did that of the 
Bear Festival.”（April 7th 1936, MS249/5/28, RAI）
（31） 中山正剛（編集）『柏葉拾遺』1956 年，柏窓会
（32） 原文は以下の通り。“I have arranged to take 
about fifteen very interesting dances including some 
ritual survivals, and also some magic-religious rites, for 
which purpose I am now erecting an Ainu house large 
enough and with one and a half sides open for light. I 
expect my cinema man here on the 20th. Still pictures 
do not do  justice to such features, though important 
for book or article illustration. I shall see, however, 
how things go.”（May 17th 1934, MS249/5/14, RAI）
（33） 原文は以下の通り。“I was obliged to postpone 
cinematography, my former man being tied up by the 
company, to our mutual regret. But another is coming. 
Just as well since the old ekashi could not come then.” 
（May 27th 1934, MS249/5/14, RAI）
（34） 原 文 は 以 下 の 通 り。“What with the rush of 
reports and papers and the big cinema photography 
now being prepared for – of magico-religious operations 
and dances,”（May 28th 1934, MS249/5/14, RAI） 
（35） 1992 年に，註 5 制作時，萱野茂の案内で，マ
ンロー邸のどの辺に撮影用チセが建てられたのかを確認
した。
（36） 註 1 ビデオ「AINU Past and Present」参照。
（37） 原文は以下の通り。“It is hopeless to ask the 
folk to stop in the middle to pose for a picture.”（Feb 
10th 193 １, MS249/5/1, RAI）
（38） ポール・ホッキングズ・牛山 純一編『映像人
類学』1979 年，日本映像記録センター
（39） Gotthard Wolf “Der wissenschaftliche Doku-
mentationsfilm und die Encyclopaedia Cinematographi-
ca” 1967
（下中記念財団，国立歴史民俗博物館共同研究員）
（2010 年 9 月 27 日受付，2011 年 2 月 21 日審査終了）
